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1 はじめに

Web上には、個人が必要とする量をはるかに上回る
情報が存在する。利用者の情報収集を支援する、Google
や Yahoo 等の汎用的な検索エンジンが開発されてい
るが、特定の分野について網羅的に収集し、情報をま

とめるといった要求には応えられない。我々は、特定

分野のWeb ページ収集を効率的に行なうトピックク
ローラーの研究開発を行なっている。

トピッククローラーでは、トピックページへ早く辿

りつ速度が重要である。我々は、One man & His dog
方式と呼ぶトピック判定とリンク選出戦略機能を連携

させ、自己学習を行いながら収集する方式に基づくク

ローラー (G-CRAWLER)を試作し、既存の収集方法
と収集速度について比較した。また、学習の有効性に

ついても調査した。本論文ではこの比較調査について

述べる。

2 自己学習型トピッククローラー

Web 上において、あるトピックに関連するページ
は、図 1のように、一つのリンク集のようなページか
らまとめてリンクが貼られていることが多い。

図 1: リンク集とターゲット

G-CRAWLERは、リンク先ページがターゲットか
否かを判定する関数と、リンク元ページを評価する関

数との、二つの判定関数を持っている (図 2)。この方
式を、One man & His dog システム (以下、OHS)と
名付けている。リンク先ページがターゲット否かを判
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図 2: G-CRAWLERの処理の流れ

定する関数を “犬”、リンク元ページのスコアを評価
する関数を “人間”に見立てている (図 3)。

図 3: One man & His dog方式のイメージ

“人間”は犬の反応を見てリンク集ページの特徴を
学習し、その特徴に似たページからのリンクを優先し

て収集するよう、犬を誘導する。G-CRAWLER及び
One man & His dog方式についての詳細は文献 [2, 4]
で述べている。

3 速度比較実験

OHSの有効性を調査するために、他の手法と収集
速度の比較実験を行った。

3.1 比較手法

[a～d:学習/事前知識 有り無し]

OHSでは前回クロールした際の学習結果 (知識)を
次回の収集で利用可能である。OHSの設定として事
前知識を用いるか否か、また、収集中学習を行うか否

かで 4通りに分類可能である。事前知識を用いず学習
も行わない場合は幅優先探索を用いた。(表 1参照)
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表 1: OHSについて 4通り

事前知識有り 事前知識無し

学習 ON a:OHS1 b:OHS3
学習 OFF c:OHS2 d:幅優先

[e:類似性]

ターゲットの特徴に近いページからのリンクを優

先する手法である。この手法は多くのトピッククロー

ラーで利用されている ([1])。

[f:アンカーテキスト]

リンクの優先度決定にアンカーテキストを使用する

手法である。この手法も様々なトピッククローラーで

利用されている ([3])。

[g:ランダム]

リンクの優先度をランダムに決定する手法である。

他の手法との比較のために実装した。

3.2 実験

縦軸を収集ターゲット数、横軸を訪問ページ数とし

て収集速度の比較を行った。

レシピ収集実験

『味の素レシピ大百科』のサイトより、レシピペー

ジの収集実験を行った（図 4)。レシピ収集では、OHS
がもっとも収集速度が速かった。サイト内を調査した

ところ、図 1のようなリンク集とターゲットの構造を
していることが分かり、この構造への、OHSの有効
性を示すことができた。また事前知識を用いれば、さ

らに収集速度を上げることができた。

図 4: レシピ収集実験

募集要項収集実験

企業 100社のサイトから、募集要項のページを収集
した（図 5)。募集要項はサイト内に高々数ページしか
なく、リンク集とターゲットの構造をしていない。し

かし、募集要項にたどり着くページの特徴を “人間”
がうまく学習できているので、OHSの収集速度が速く
なっている。また、事前知識を用いた場合はさらに収

集速度を上げることができた。これにより、“人間”が
学習することにより得られる知識の有用性が分かる。

図 5: 募集要項収集実験

決算報告収集実験

募集要項と同様の 100社のサイトから決算ページを
収集した (図 6)。アンカーテキストと似たもの同士手
法が収集速度が速い。OHSはその２つよりは劣るも
のの、幅優先探索よりは収集速度が速い。

図 6: 決算報告収集実験

4 まとめ

トピック判定とリンク選出戦略機能を連携させ、自

己学習を行いながら収集する One man & His dog方
式を考察し、それに基づくクローラーを実装した。他

の手法との収集速度の比較により有効性を検証した。

レシピ収集実験のように、リンク集とターゲットとい

う構造を持つ場合に非常に有効であった。また、募集

要項収集実験のように、ターゲットがごく少数しか存

在しない場合でも有効に働く場合があるという結果が

得られた。また、事前知識による収集速度向上が確認

できた。
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